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はじめに

・この資料では、オンデマンド配
信授業実施を行うにあたり、これ
まで対面で実践してきた「出席管
理」や「ミニッツペーパー」など
を、関大LMSの機能を活用して同
等に行うに方法を紹介します。

・授業実践ごとに機能を紹介しま
す。（詳しい操作方法は各マニュアルへの案内
となります）
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教室授業で実践してきた内容と関大LMS機能の対応

教室授業での教育実践 関大LMSの対応
①資料配付 詳細な方法はこちら
②PowerPoint等で作成したスラ
イドを使用しながら授業進行

PPTで動画を作成したもの
を公開。詳細はこちら

③出欠調査 詳細な方法はこちら
④ミニッツペーパー（コメント用紙）
の配付・回収 詳細な方法はこちら

⑤レポート課題の指示・回収 詳細な方法はこちら
⑥小テストの実施・回収（自己採点） 詳細な方法はこちら

⑦アンケートの実施（記名・無記名） 詳細な方法はこちら
⑧学生（同士）のコミュニケー
ション（ディスカッションなど） 詳細な方法はこちら
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①資料配付

• 授業内で配付している資料を「教材を作成する
＞資料」からアップロードすることで学生に配
付することができます。

• 配付したい資料のファイル（PowerPoint、
Word、Excel、PDFなど）をそのままアップ
ロードし、学生に閲覧させることができます。

• 学生にダウンロードされたくない場合は、「取
り込みファイル」機能で閲覧のみの設定が可能
です。

• 資料を配付する期間を設定することができます。
（講義時間のみ資料を配付する設定も可能）

・学生に資料を配付する。



5

Copyright©2021 Kansai University.All Rights Reserved.

①資料配付
• その他、具体的な操作方法は関大LMSのクイッ
ク操作ガイド、もしくはこちらの動画をご覧く
ださい。

• さらに詳しい内容を知りたい場合は、関大LMS
ログイン後に［マニュアル］をクリックし表示
される関大LMS コース管理者マニュアルの３２
～３５ページをご参照ください。

クリック

クリック

先生の氏名

先生の氏名

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/teacher/pdf/quickguide.pdf
http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/03_shiryousakusei.mp4
https://kulms.tl.kansai-u.ac.jp/webclass/user.php/manual/download/webclass_ath_man.pdf?acs_=f4cbce9e
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②PowerPointの説明動画を作成し配信する

・“スクリーン等にスライドを映しながら講義
を行う”教室授業を動画撮影し、配信する。
• 教室授業で使っているスライドを活用して、動画を作成し
ます。
（動画の作成方法はこちら、もしくはこちらを参照してください。）
（動画の配信方法はこちらを参照してください。）

• その動画を関大LMSを通じて配信することで、学生は学習
します。

• 学生に視聴URLを示すだけではなく、学習方法やそれに付
随した課題や小テストを組み合わせることで学習効果を高
めます。

• 視聴URLと学習方法をまとめたレジュメ等を作成し、それ
を関大LMS「教材作成」＞「資料」にアップロードします。

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/zoom_recording_ver3.pdf
https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/powerpoint_movie_making.pdf
https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/dropbox_kougidata_haishin_method.pdf
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③出欠調査

• 関大LMS「出席」機能を活用して出欠調査を行
います。

• 担任者で「出席扱い」「遅刻扱い」「欠席扱
い」とする時間を自由に設定できます。

• 学生は自宅から関大LMSを通じて自らの「出
席」を入力することや、担任者が受講生の出欠
状況を入力することが可能です。

• 出欠状況データはダウンロードすることが可能
です。

・担任者が指定した時間に、出欠調査を行う。
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③出欠調査
• 具体的な操作方法はこちらをご覧ください。
• さらに詳しい内容を知りたい場合は、関大LMS
ログイン後に［マニュアル］をクリックし表示
される関大LMS コース管理者マニュアルの８２
~８６ページをご参照ください。

クリック

クリック

先生の氏名 先生の氏名

https://webclass.jp/documents/course-manage/258
https://kulms.tl.kansai-u.ac.jp/webclass/user.php/manual/download/webclass_ath_man.pdf?acs_=f4cbce9e
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④ミニッツペーパー（コメント用紙）の記入・回収

• 関大LMS［レポート］機能もしくは［アンケー
ト］機能でミニッツペーパー（コメント用紙）を
回収します。

• ［レポート］機能を使い、履修者は自宅からミ
ニッツペーパーを簡単に提出できます。回収の手
間が不要となるだけでなく、紛失の恐れもありま
せん。

• ［レポート］機能の活用は、本資料の「⑤レポー
ト課題の指示・回収」をご参照ください。

・ミニッツペーパーを記入させ、回収する。
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[レポート]と[アンケート]の違い

• 関大LMS［レポート］機能もしくは[アンケート]
機能の大きな違いは、採点時のダウンロードファ
イルの閲覧方法です。

• [レポート］機能は学生一人１ファイルがダウン
ロードされます。[アンケート]機能はアンケート
ごとに１ファイルがダウンロードされます。

• 少人数であれば[レポート]機能は有効ですが、大
人数であれば[アンケート]機能が使いやすいです。
（学生一人１ファイルごとに展開する手間があるため）
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⑤レポート課題の指示・回収

• 関大LMSの［レポート］機能にて、レポート課題の指
示・回収することが可能です。

• 学生が自宅からレポートを提出した時点で、担任者の画
面へ反映され、学籍番号順にソートされます。紙媒体と
異なり、紛失の恐れもありません。

• 提出を認める期間を設定できます。（講義時間のみ提出
を認める設定も可能）

• 提出された［レポート］は一括してダウンロード、採
点・返却が可能です。

・レポート課題を提示し、回収・採点する。
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⑤レポート課題の指示・回収
• 具体的な操作方法は関大LMSのクイック操作ガ
イド、もしくはこちらの動画をご覧ください。

• さらに詳しい内容を知りたい場合は、関大LMS
ログイン後に［マニュアル］をクリックし表示
される関大LMS コース管理者マニュアルの75～
76、93～96ページをご参照ください。

クリック

クリック

先生の氏名 先生の氏名

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/teacher/pdf/quickguide.pdf
http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/02_report.mp4
https://kulms.tl.kansai-u.ac.jp/webclass/user.php/manual/download/webclass_ath_man.pdf?acs_=f4cbce9e
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⑥小テストの実施・回収（・自己採点）

• 関大LMS[テスト]機能を活用します。
• 履修者は自宅でテストを受験でき、解答後すぐに
採点され、結果が表示されます。

• 履修者がテストを受験できる期間を設定できます。
（指定時間のみ受験を認める設定も可能）

• 試験時間の制限もできます。
• 関大LMS上にてテストを実施することにより、配
付や回収、採点、成績管理が容易にできます。

・小テストを作成・実施・採点する。



14

Copyright©2021 Kansai University.All Rights Reserved.

⑥小テストの実施・回収（・自己採点）
• 具体的な操作方法は関大LMSのクイック操作ガ
イド、もしくはこちらの動画をご覧ください。

• さらに詳しい内容を知りたい場合は、関大LMS
ログイン後に［マニュアル］をクリックし表示
される関大LMS コース管理者マニュアルの３６
～４８ページをご参照ください。

クリック

クリック

先生の氏名 先生の氏名

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/teacher/pdf/quickguide.pdf
http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/01_test.mp4
https://kulms.tl.kansai-u.ac.jp/webclass/user.php/manual/download/webclass_ath_man.pdf?acs_=f4cbce9e
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⑦アンケートの実施（記名・無記名）

• 関大LMSでは、タイムラインから作成する「簡易アンケー
ト」と、教材作成の「アンケート」の２種類があります。

• 「簡易アンケート」（タイムライン）
集計結果をその場で確認し、履修者の意見を授業に反映で

きるため、クリッカーとして使うことができます。
• 「アンケート」（教材作成）
複数の設問を作成し、条件分岐機能を使用することで、回

答の必須/任意を設定したアンケートが作成できます。
アンケート結果を一括ダウンロードできるため、ミニッツ

ペーパーを行う場合にも応用可能です。

・学生にアンケートをとる。
・授業中に学生の反応を確かめる。（クリッカー機能）
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⑦アンケートの実施（記名・無記名）

• 具体的な操作方法は関大LMS

「アンケート教材作成・操作マニュアル」、

もしくはこちらの動画をご覧ください。

http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/teacher/pdf/LMSquestionnaire201902.pdf
http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/04_ankeetosakusei.mp4
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⑧学生（同士）とのコミュニケーション

• 関大LMS[タイムライン]や[チャット]機能を活用し
ます（資料添付も可能）。

• 「タイムライン」
教員から教材を提示するたけでなく、学生もメッセー
ジを書き込めるため、意見交換ができます。

• 「チャット」
教員が事前に教材作成の「チャット」を作成すること
で、学生間でのメッセージのやり取りができます。

・学生同士で意見交換を行う。
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⑧学生（同士）とのコミュニケーション
• 具体的な操作方法は関大LMSのクイック操作ガ
イドをご覧ください。

• さらに詳しい内容を知りたい場合は、関大LMS
ログイン後に［マニュアル］をクリックし表示
される関大LMS コース管理者マニュアルの７２
～８０ページをご参照ください。

クリック

クリック

先生の氏名 先生の氏名

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/teacher/pdf/quickguide.pdf
https://kulms.tl.kansai-u.ac.jp/webclass/user.php/manual/download/webclass_ath_man.pdf?acs_=f4cbce9e
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⑧学生（同士）とのコミュニケーション

• 関大LMS［メッセージ］機能を活用して、学
生に連絡を取ることができます。

• ［メッセージ］は、個別／一括（全員）送信
することも可能です。

• 学生もこの機能があり、学生から担任者へ
［メッセージ］を送信することができます。
そのため、授業内容でわからないこと等があ
れば担任者に質問が届くことがあります。

・学生全員に連絡をする。
・特定の学生に連絡をする。
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さいごに

• その他、オンラインでの授業設計・活用
例などは「遠隔授業のサポート＞教員向
けページ」をご覧ください。

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/support_teacher.html
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